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ぷすも0)であらう。
号化に可滑化租蛋由貿、 TDN、集聾事の各骨に
ついτ夏明さ冬期さそ前掲去によって比校しで
児るさ、可消化祖蛋由貿は夏朋の}jが嗣養標準
に劃する不足が大きいセうである.::J TDN ~こっ
ρでは僻り明瞭な傾向は見られない司祭聾率に
ついでは例外的農家もあるが、冬期の方が一般
『こ狭いゃうであるコしたがっτ冬期の方がー舵
よ飼料内容iまよいさ云ひ得るゃうであるが、ニ
れは主乏しτ冬期飼料中の乾燥甘藷蔓に原因す
るものさ恩はれる。
3.考察一般に良質の漫厚飼料の供給が克
分である場合には藁停類や野草の如き策養分の
芝、しい阻飼料も高い問料的置値をもち得るもの
であるが、樋厚飼料の経揖的獲得が困難な揚合
tこはかかる阻伺料の飼料的慣値は念激に低下す
る何)p右に見?こ本村の飼養内容に-'i>ける「不足
の蛋由貿Jr渇剰の TDNJr庚い祭養事」等→
速の事責はその端的な表現であらう。そしてこ
れほ橿めτ冒スの多い、したがって坐慶賓の高
い牛乳生産組織であるコしかしこの場合経密傑
件ぞ無視して飼養標準に援返するこさは、組膏
全腫の立場からは不利であるこさはいふまでも
ないq 意識的に標準から離れるこさカ市理的で
ある揚合も多いであらうー問題は奥件じ卸じて
全腫さしτの経管の効率も高める限!1{にやいて，
伺養標準に近づ〈ニさであるーニの場合経管理
境さの閥連に令いτ土地利用方式さ伺料さの欄
係が重要な問題さしτ前面に出て来るが、本報
ではふれ得なかっ止。
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本邦大変品種の分類と地理的分布に関する研買第6.，
芽輸の長さの遺構とその育種的軍事
高 橋
1.繍 冒竹崎氏 (1927)は本邦の大夢品
種が積畏、=e昆及び古賀によっで8種のぜ徳型
こ匝別されるニさを遺徳的並びに品種的研究侍
県かも明治、にしたq而して武田氏(bH7)の分類
方式もこの事貰に見，ljったものであるさいえる.
著者も亦本邦大葬品種の諸形質に於ける費異を
調査した結果ニの事賓を確認した‘而しで、せ
め畏短なる形質を考慮しない競合に於て織別さ
れる4種の穂却は4つの濁受した明瞭に匝別き
れる形質、卸ち、並姓(普通型)・渦性(短型〉
及び憾の疎・療形質の組合ぜから成るこさぞ知
るさ共に、此等?を品種群聞には芽鞠の長さをチは
じめざし、押長、穂密度、'穂長その他種々の形
質に開Lて夫ゃiiJ-なり明瞭な差異の認められる
事を明かにじたq而して、この聞係を遺樟的に
調査する錦、 1941'年以来各種穂型相互閉じ交雑
金行い、穂型の遺俸様式を再吟味するさ同時に
特に穂型さ穂得度、穂長、芽鞘の長さ及び押畏
陸 卒
さの聞係を遁究した。この結果、此等諸形貨が
遺俸的にも密接な相聞ぞ有L、従って、芽鞘の
長さにより雑種個慢の穂型停長等を大略証知し
得る事を曜めた。紙歎の聞係J::i結果の全部ゃあ
けて詳細論議する除地はないが、吏雑結果の若
予を例示L、その大要を~べる。
本研究'i文総省糾事政敵研究費の補助による鶏績
のー憾である、御援助を賜った御誌局に釘L感紛
する。向叉、 3質験溢f干に醤り山喝罪賀、綬野漏情
夫岡氏の多大なる傷後方を得たことを言Eし、併せ
てと q;:深益の謝意を表する。
2実験材料及方法並性疎穂、並性布、穂.
禍性疎穂及び?向性格穂の何れかにーーする2]品種
相互聞にR2安維を行い、内町組合せは F2まで、
叉、その中4は Fsまで調査したa 雑種及び柄
親の韓堵は普通の排種法によ砂、 lOcm間隔の I
本植さしたが.芽鞘の長さぞ知る矯.その大部分
は圃揚栽培に先Tさも強め次のJm~き傑件で幼継物-.-22 - E良事研究第37ff'第3H 102一切8頁 1937)
• 
a・'
~生育させた。即ち、磁製容器に滑寵しすこ川砂
~入れ、その砂の飽和水量に近い*'i'奥えずごも
のや苗床さして壷聞の照度大約 100L・xめ室内
撒光下で生育させ、芽車問が完全に成長して後全
価値奇抜取り各個組め芽鞘の長さ~測定した。
そじてψ各支配組合せにつき、同長の芽較の個
慣や別々に一括し、測定後直ちに芽鞠の畏ぎの
順序に臨場に移植した由
・成長植物の穂軸節間畏、，穂長及び再長は竹崎
氏の方法に倣い、各個恒の標準の穂及開につい
て測定、した。又、並性、渦牲の庖別は幼植物及び
'$畏植物に於りる積4の形態的特性によりJ・}
叉穂の疎密は穂軸節間長の錘異曲線の不漣績佐
喜史跡肉眼により匝別しtこ。
3'.実験結果
(1)穂型の温情
A.並.性及?向性形質の遺侮 並性×並位及び
並住x禍性の FJIま何れも並性さなり、禍牲x
渦盤の Fdま渦性であって、 並牲は1品位に到し
明かに優位である事が罷められた。
次に、並佐×並性及0:瓶性x渦位のF~ ば全個
惜夫キ並性及0:1品位であった。並性×桝性(威
はその逝斐雑〕の F2に於りる分陣の若干例'i'
第 1表に示すo
第1表によれば並性x禍性のれに於ける分
昨は明語路 3:1によく造会する事が認がら村
る。故に並性は Uz渦性形質は uzなる遺体子
府内摩閉 ・ 唱
により決定されるものさ仮定する司 C~) - -
F 竺L砲の諒警fl費少遺傭並佐よd:1ま制生〉属
して疎穂及び密穂なる品種間交雑の F1は何れ
も蝶穂型の視に近〈、疎聴が密穂に針して置性
であるこさそ示し大.カ、、る交雑の F2 に於り
る分障賦況は第2表の如〈であるb
第2表によれば、此等雨空雑共疎穂×密穂の
F2iこ於u'る分離は期待比 3:1によく遁合し、
明治、に 1遺修子差によるものさされる。放に疎
穂に射してはk 密穂に撃すしでは 1:なる遺傭子
の作用するも二のさ傾定するσ
C 並・渦性及び穂の疎・密形質の相互関係
上湿の並・渦性及び穂の疎・密なる2街立形質
の分離並びに夫等の相互関係は並性・諌穂×渦
性密穂及び並性密穂x渦性疎穂{或は夫等の
母 l約|~ 構~
1 備官E早~，埼 1JzuzLL 島町厚生361mzll1蹴
'2 筋 三主く研〉 lI:t.uzLl. 厚木曾2蹴 l:z'Uzl 
8 五月子1蹴 l:zl:zLL 開
長 慶大根 .. 1マZLzLL竹 林1JzuzlJ
第 1表 並牲災輯性のF;¥こ於りる分離 逝交雑〉の結果から確める
竜王ができる。以守に於て、
安の4交雑について調斎し
すこ結果ずさりを例示するこさ
、する。
司匝 事長 敏 司働
、交 庖 組
一一
合・ せ
血性 |馳|前
%2 
六角uバ，-くili)x属 根 線〈榔) 245 80 325 0.02o6 
夏大根 .CIi)X屋 綴 毒患〈絹〉 260 72 :332 1.9437 
山 ロ 線〈並)x竹 事本〈締〉 3oo 1α】 456 2.:1161 
奴 52 IH漏)x守 ν ゐート(00) 231 68 299 0.8127 
.期待tむ3:1 2こして算出
第 2表 疎穂x密穂の Fdこ於砂る分離
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交雑1-4のFJIま上惑の
結果からfj期さねる遁り凡
で並性・疎穂さなった。吠
にそのれに於る表現型の
分離賦況を第3表に示す。
第3表に明かな知〈、並渦性
及び穂の疎密形質は夫舟互仁濁
立した1遺健子針の支配ぞうげ
るこさが認められる。肉又、此
等のむの金個程i二ついてFa試
験や行い、 F置の各個随の遺
徳子型;z.調輩しずニ結果ば第4
表の如〈であって、これは雨
(11個〉
• 
第3表並渦牲及び穂の疎密形質φF2に於ける分離
|観察敏 I * I 
交配毒蛾I~~ 型LI橋 正一一三十I，t! I P 
1疎電車|密穂|疎磁|密纏 I'JS'削 I
1 225 68 65 
2 101 4" 35 
s 2α3 75 55 
盛 77 31 22 
-期待tむ9:3:3:1とし℃
第 4表
F2倒慌全部について標準穂の楓軸艶聞
畳及び組長ぞ測定し、その結果争各種穏
型の卒均値によっτ示すさ第5表の如〈
なった。又、れのB種遺徳子型の卒均
穂軸節間畏及び穂畏は.6衰の如ぐであ0.23 0.53 
22 I 352 I 3.0808 I 0.38 I るq
.6 I 136 I 2.4052 I 0.47 I 第5表によれば穂軸節間長及穂農の漸
形質に於て共tこ、並性疎穂型最も大で、
Fa試験の結果明かiこされ't:.F2の種々の遺侮子型の撤
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?
????
???
22 
6 
殺が Uz，uz及びL，lなる2つの濁立しすこ遺偉 渦性密穂型に於て最も小であり、並性密徳及び
子針について差を有し、雑種に於て普通のメン 渦牲疎穂の雨者は大差な〈、前二者の中聞の他
デル性分離をするものさじτ最も安宮に説明さ を示してlt、る。而して並牲及び渦性別の笹異曲
れるo 綿~轟くさ、練施型さ密穂型さの聞に尖に襲。異
(を〉穂型と穂軸盲目関長&tJ穂長との関係 . の明瞭な切れ目をもっこ頂曲線が得られ、そし
最初に定義した昔日〈穂型の匝別は品種的調査の て並性密穂さ渦性疎臆さの曲締は殆ど金〈重復
結果明かにされた並・渦性及び穂の疎・密なる した形冶なるo't、〉る明瞭な表現型のさ異の生
質的、量的形質t二基いて行われtこが、穂軌飾間 ・ 今るこさは、円z.uz及び叱 l雨遺憾干の穂軸
長成は穂長の如き軍ーの量的要素さ穂型さが如 節間長及び穂畏に及伝・す作用が強烈であるさ共
何なる蹴係にあるかを知るため、 2つの交雑切 に、他の遺縛子じより不明瞭tこされる事が少い
第 5表 Fdニ於ける 4種の紘型群の穂軸飯間長及び臆長{皐位mm)
並 性 禍 性
形 賞
疎 穆 |密
1: ~節蘭 :1 ~U9土0.2066 Ul8土0.16H 1.79土01971'| 1.31土0.11611 77.4土9.19 53..3土6.62 長9.F土7.83 38.9土6.63
1: 側節~:1 3.64土0.3115 2.49土0.2618 2・“安0.4128 1.60ま0.27072 Eo.9土7.23 61.3土Ul6 58.9土5.64 42.0ま4.33
備司J: It字は平均値及標準筒差
第 6表 F2の9種遁億二元型の平均穂執節間長及び穂長〈卑位mm)
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こさを意味する。向、穂軸都問畏lま穂長に比し
て夏tこ費異の幅が陳〈、各群闘の匝別がー居容・
易である事も本表の量史学から知る事ができる。
次に第6表に於て表型的には閉じ穂型さ見な
される遺徳子型の聞に於て、統計的には殆ど無
意味ではあるが、僅かな差異が繭形質の卒均値
について見られ、しかも優位遺惇子tJz戒は L
若し〈はその双方i二ついτへテロの群はホぞ
の群よりも多少ながら長さが減少するさいう一
定じ大傾向の認められるこさは注目に値する。
(3)穂型と芽輔の長さとの関係交雑1-4
の爾親及び Flの室内及び暗黒中に於ける芽鞘
書~ ~f 及品糧名 1l温官事予備成 雨 親 1| F1 
備前厚生埼1脱 出 uzLL I 13.8土2.091 I .._-.. _._ _-I I _ _ _ 1 26.9:1:;3.14 
備前早生36暁 IJzIjz11 I I!2.9土2.91
倍率〈研)I uZ¥lzLL I 18.0土6.00
2 I - ----I I I 27. 9士宮.37
早水曾 2蹴 EJzUzlJ I 28.0土2.471 • 
三月子 1!I君 UzUzLL l:J-~土2.19 I 
3 I -. r.I ・ ~ '"'" I vøvu~~ ~75.8土7. 4，8)婚 28.1土1.67
.2土1・091(75.6土6・75)1
翻取 1lZUZJl 1(34: 2土2.97) I 
夏大根袋 UzUzLL I 3O.f士宮.60
" 1 ~ . -.- 1 1 . _ 1 32.1I:i:1.3η 
竹林 uzuzll17.4土1.65
-指孤内耳)11.字は同一緒料を暗黒中で培養したもの
他は室内t者養
第8表雨続及びれに於ける各種穂型の芽鞠の長さ
〈単位mmラ
嘉一一一覇--05ー さくnlii)
交配詩賦I~ ..l 並 性|渦 性
雨親 I"' =-_1 "'" .. ~..I |耳東穂 1!密穂 Ij稼稽 la 穂-
20.G主1.6炉 1.，._^ I ~ '1"':'101"¥ n. 0 ，， ~I..o n.. "，! 1180.2土isil担，0土3.17130・2土3.25116.8土1.40i15.8土0・99
2 116.6土2・川33.8:1:ι3f128.6土3.70117.9士宮 .30115.4士宮.O~32.6ま2.8óIVV' V...%.Vt'l.uo.v~u.' 
-ぽ:72i:21山土1・叫M 土2.00i11)仕1叫 M 土1.14
長 112;211;|机出・9(119・6土3.1011!.2土弘山
後印の受理!I主戸外lニ於ηるt寄妻、‘他は室内t告書座
数字ItZj5均値及び療費高偏差
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第1聞 F2に於ける芽鞘め長さの
費異の 1 伊~ (交雑1)
菌性、渦性血びにその密穂く黒彩〉及び疎
穂型〈白い部分〉の配列を戒す
‘ー
e 
純
(106) 
第 9表 F，及Faの各種遺徳子型の芽繍の長さ く事位DUIl)
但l，..Aは白紙自由め飴果稽められたお倒健の温情子型:0)司S均値
b は各 Fs 系統の~鞠の長さより理論自ちに計寓した~iI鱒子型の平均値
夜崎I!Iω
36.1 35.3 33.4 83.1 311.1 29.1 16.V 16.8- 15.8 
58.' 57.9 55.9 55.4 53.1 47.8 30".9 31.2 27.4 
2 ‘ S盛.7 3晶.2 33.9 83.3 29.9 28.0 18.0 17.7 15.4 
3 • 15.7 15.3 15.D 14、7 14.1 13.7 10.5 10.3 9.9 
4 “ 22.9 21.6 18.8 19.6 20.8 18.垂 12.6 12.0 11. 2 
"賦況は第10去の如〈である。 の知〈である。
.1('表によれば並性三渦性さの閉じは相醤明 1.穂型は主さして互に濁立した2つの劉立遺
蹟な稗長の差異が認められ、又、並位或は渦性 惇子U.z;， uz (並・渦性遺惇子〉及びL，l(椋の
内の疎穂三密穂の聞にも多少の韮の存在古るこ 疎・密遺惇子〉により決定され、逆に種キの品
電!~知 150 梓長の麓異は芽鞘の掛合より梢々大 種の秘型の差は主さして此等の遺偉子の何れが
であって各穂型の餐異が多少さも重複している 含まれるかじよって定まるものざ見られる。
第 10表 雨貌及びF2に於ける各種穂型の神長〈軍位cm)
!I!性 ! 調
l疎
I~、生育倹件が異る錫縄J~値tこ於ては可なりの
華があるも、 F2遺徳子型系列に於けるさ全〈同
じ傾向の差異が各遺樽子型聞に存2するこさや示
Jており、縫って、九遁博子型聞の差が全〈偶
然的でないこさぞ歯するものさいえる。
(4)穂型と穆長との関係交雑.1，;..，3の爾親
lt FJの碍長冶比較するに、 FJはその爾親の何
れよりも梢長惇さなつt"-<l，究に、此等交雑のF宣
伝於りる各種穂型の示す稗長の平均及びその艶
問 貌
1 
|備前単位埼 1~ 
113."土6.40
備前皐生 86滋 99.9土5.70
2 
2匙(研〉
77 I 98.1:t.8.9R 
木曾 2 ~ 97.4土S.
3 
I ;豆沼子 1 獄 179M90 85 4土6.38
開 取 65.5士宮.'1
. 
' 
が、大櫨に於て制組問の差異の趨勢は芽鞘の
長さの揚告さ酷似している.倫 Fd童徳子型の
梓長についてみるに〈第1表入芽輸の長さに於
けるミ同様、同一表現型でもその遺構子構成の
異る揚合符.長の卒践値に多少の差があり、交雑
21i'除き、慨して Uz及び五についへデロの色
のはホそのものに比L僅かながら短再さなる傾
向iJ~ ?かYわれる。
4.考察及結論以上の結果ぞ要約すればきた
性
???
?
?
?
?
?
? ??
????????
稽
{庸唱J 1t~t1卒均1車及び標僧偏重量
第 11表 'F2に;於りる各種遺俸イ・型の惇長 (単位cm)
疑問|山LLI UzUzLl Uzuu，L U2luzll I uzu2lLL I uzuzLl I uz叫
1 113.5 
2 98.4 I 99.6 95.9 98.7 90.0 71.7 72.詰 64.6 
3 89.~ 1 87.7 83.8 83.7 80.3 75.8 • 67.9 67.1 56.1 
く1(6) - 26ー
2.此等4種の遺徳r--io含む種々 の品種間安薙
の引に現われる 4種の穂型、即ち、並性疎穂
(UzL)、並性密穂【Uz1)渦性疎摺(uzL)及
び渦性宿穂 (uzりは穂軸節間長、穂長.芽輸の
長さ、界一長に闘して或る一定傾向の差冶示し、
穂軸節間長〈穂密度〉及び穂畏の費異はuzl~旨録
姐ミしuzl，_(u%L+U.zl)， UzLの順序に排列され
た三頂曲線ざなり、 uzLさ lzlさは殆r完全
に重複する。ー方・芽鞘の長ぎ及び;惇長に闘しで
は並性さ渦性さが分立して相官明瞭なご頂曲娘
三なり、しかも並、‘渦爾群中に於て密穂型はそ
の扱も短い部分に集合する(第一1聞〉。
3.周-:穂型群に思するさ見倣されるものも、
その遺惇子構成が異れば、穂軸色↑i問、穂、芽綿
胃.の長さ巳ついT僅かながら差そ糸L、何れの
形質に於ても Uz及びLについてへテロの損合
はホモの場合に比し長さが短〈なる傾向が認め
られる。
S2:l1: 1-3の結果に劃して突の2つの解障が
可能である。そのZは穂型決定にあ今かる 2tl'
立遺健子 Uz，uz及びLパは穂型さ同時に植物
種谷郊の量的形質i三針し多面的に作用ぞ及惜し
F且その作用程度は植物慢の部位により異る。他
は此等諸形質に針し影響する来キ別々の遺構子
が存在，し、夫等が互に密接に連鎖じてい7;'0そ
の何れが妥宮であるかを決定すべき直接的皆様
ぞか、る材料から鷲見するこさは不可能で、現
在は推測のみが許される。併し、5w的 30n(1940)
は Uzuz遺惇子三極めて類似しすこ BJ;"br遺偉子
の多面的作用そ明かにしており、叉三宅及今井
氏 (1922)は渦性ぞか、る多面的作用を有する .
ものさ定義して川る。倫、竹崎氏 (1927)，はH
(t=Uz) ， E (=L)が種守の量的、.質的形質に同
時に作用するものさ解しており、著者も本結果
に見られた諸形質の胸係を雨遺徳子の多面的作
用tこ基〈ものさ推定する。而して、 3の結果か
ら Uz~は L は m 或はqこ針し不完全優性で
あるさ見倣されるa
ヨたに雑種第ヨ代に於ける上記の量的形賀の費
異の賦況は著者が第1報及び第3，4報に報告し
た本邦産の異る穂型ぞもつ品種群問に於ける形
質の獲異の賦況ミ著しい類似性や有ずるこさが
認められる0・二の事賓lま竹崎氏 (19Z7Yの推測
されている如〈、本邦の大要品稽の示す穂型そ
の他若干の形質の差異が Uz，uz及び L，l温悼
子の作用に基因するさの推測ぞ許すものであろ
.:) 0 元も品種の揚合は此等雨遁偉子の外にか、
る~質に闘する多〈の遺惇子について差ぞ有す
るであろうこさはいうまでもない。
5.結果の育種問意報 本邦に於ては大夢
の穂型分布が顕著な地瑳的規則性骨有し、既報
の如〈並性品種は北方及び最南の地域に渦性は
開策以南の暖地に隈られているこさ、夫、並位
.品種中疎穂型は北海道、東北に、その密穂型は
それより以南に分布する。これは Uz，uz及び
L，l遺惇子そのもの、或は少〈さもこれぞ保有
する遺惇子組合せ(品種)の遁膳牲の差異を暗
示する。而して、此等爾遺博子は穂密度、穂長
碍畏(恐ら〈位の形)等の、重要な形質に影曹す
るこざるF知った。縫って、此等の遺徳子は本邦
の大葬育種に嘗って第?に顧慮さるべき重要な
ものであるさいつでも過言ではないさ思音。而
しτ、こ、に此等補遺侮子針が芽輔の長さに顕
著に作用するニさや曜め得たので、この幼植物
に於ける特融は育種操作上有利に利用可能なこ
さは第1開によって直ちに推測できる。併し著
者の調宣した利用の範囲、方暗号以下に略語す
る。
(1)芽鞘怯は並・渦性及び穂の疎・密形質につ
いて異る品種〈系統〉間交雑の揚合に隈られる
け〉安雑の適否の幼時鑑別 渦け)x並(5)
のFI幼植物は花粉視の並性形質(長芽鞠)-¥>示
すこざるF利用歩。
(3) らに於げる慮月1
(~)渦性或は並性個慢の定続前涯披圃揚栽
培に先だち、室内でF2を培養し、各個植の芽
鞘の長さの測定或は肉眼鑑別により金慢のφ
短いもの 1/4J.をざれば大程渦佳、他の3/4を
されば並性個睡や得る。この方法により、圃
揚面積〈努力〉を著し〈節誠し得る。
(b)観察、調査上、芽鞘の長さの順lヱ排列し
ておけば類似の個慢が集って生育するので使
である。
(c)疎穂或は密穂型の幼時建按.第1聞に明
かな知〈、並性及渦性の峯に於て、密穂型は
11:も芽輸の短い部分に集合じ、一方長い方の
端は厳紘型に限られる。 伴、渦性及び並性の
- 27 .，- (107) 
• 
率に於τ任意的にモの1/4個慢をさった揚合
目的の穂型や得る確率-a.> 1∞〈密穂は25~ 、
藤穂は75%)ざすれば、夫々並性及び渦性の
群に於て
儀吹と込え齢 最長ぷ及品伊
uzl Uz) nzL U~L 
150土8.211 165土10.o6 122士3.]8 123土].76 
なる確率ぞ以て目的の穂型をさるこさができ
る(但8交雑の結果より算出〉
<4) Faに於けるE軍用
並性固定系統の室内選抜並×渦のFs系統中
で並佐系統の 2/3は並3:渦 1に分離するが、こ
れは衣の方法で明確に見分け得るo@pち、民個
帽よりさった種子の 1郁 (15-20)そ闘揚栽培・
以前の適宜の時期に費芽さぜ渦般の特徴をもっ
個腫の分離するや否や槍定する。命、並・渦分
離系統に於て析出する渦性個慢は uzuzホモ系
統ざして取吸うこさができるJ
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生鮮麗薬の貯臓に関する研買じ1) 
冷凍貯臓に対する遁腰性に関する研買
小河原.岳司
1.緒 言説業者?凍結氷化する穣の低温に 低呼吸限界温度低〈、解凍後品質の襲化の少い
於τ、生活機能を最低限まで低下せしめて貯蔵 事等が暴けられる白木研究の目的は各種冬麓楽
する方法を冷凍貯載さ帯する。冷凍貯離の可能 に新て、其の冷凍貯蔵に射する遁慮性の程度を
なる麓菜め具備すべき傑件さしては、組織細胞 知ら'んざしたものであるD
内に結合水省?多量に含有し、凍死温度低〈、最 2.結合水に関する実験生物が凍結そ起
第 1表 各種競菜 1=於りる結合--*
言主 料 糊gl州 ~I ;/RI 訴 摩ヰ汁液の )(;中の瓦中のB/R 汁液の It中の 瓦合中・水の
類|棚田
比重 伊l形駒銭合水 平重 類|峨日 均重 固形物館
B/R 
積 R' ! B R I B 
溶 く緑色昔日〉 N1山叫判 4.5 白楽(!.lJ東条〕 IM10966100510280 6.0 
" 11. 6 I 0.984 I 0.056 I 0.203 I 3.7 白菜{芝果〉 11.14 I 1.019 ・0.041I 0.138 2.7 
" 11.20 0.962 0.06~ 0.268 4.0 " 11.28 0.973 0.062 0.224 6.5 
捕ま C白色部〉 10.31 1.118._ O.但7 0.184 4.0 湖4 穣 主 11.10 1."049 . 0.063. 0.256 4.1 
" 、11.6 0.998 0.067 0.207 3.2 n 11.24 1.017 0.066 0.3崎 4.6 n 11.20 0.802 0.108 0.228 2.1 燕脊(塑議院〉 11. 7 1.∞4- 0.039 0.137 3.5 
騒 音首く宮10 10.2官 1.011 0.034 0.232 6.8 " 11.27 0.994 0.052 0.184 3.b 
1 11. 8 1.195 0.053 a.246. 品.6 膚 島 楽 11.16 1.029 0.050 0.21i品 Ii.l 
1 11.19 1.029 O.0~2 0.264 4..3 牛 2発 11.15 I‘o5'i' 0.202 0.364 1.8 
髄葡くfi，議院〉 11.21 1.023 0.062 α.267 6.1 胡 望書 萄 11. 9 1.037 0.096 0.216 2.3 
限 費定 1D.30 1.1併 0.036 0.267 7.3 n 1l.21j 1.036 0.09'7 。、23η 2.6 
" 11. 6 1、017 0.066 0.412 6.2 里 苧 11.17 .0.802 0.126 0.764 6，1 
事E 賞 11.14 0.99" 0.049 0.123 2.6 葱鼠(外部〉 11.24 1.00.2 0.0;:'2 0.4，'28 8:2 
白書~(dl療薬〉 11. 6 1.032 0、028 0.149 (内i認〉 11.24 1.04，4 0.060 0.461 7.7 
" 11.1η 1.017 O.03o O~164 盛.5
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